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地震発生過程をモデル化するにあたり，断層深部の地震発生域に存在する岩石の状態を把握し，その物性や変
形機構を明らかにすることは非常に重要である．かつての震源の深度の岩石がその後の地殻変動によって上昇し，
現在地表で露出している場所には，かつての地震活動が岩石の変形構造として記録されている可能性がある．我々
はそのような可能性のある場所の一つである阿武隈山地東部の畑川破砕帯を対象として調査を進めている． 

 畑川破砕帯は，南部北上帯（東側）と阿武隈帯（西側）の構造境界であるとされ，白亜紀後期の花崗岩を主
な母岩として塑性変形で形成された左横ずれセンスの卓越するマイロナイトが周囲に広く分布する（久保ほか，
1990）．マイロナイトの形成は白亜紀の花崗岩の貫入とそれほど変わらない時代と考えられる．総変位量は，畑川
破砕帯をはさんで分布する白亜紀以前の堆積岩や変成岩の分布などから６０km という見積もりもある（大槻・永
広，1992）． 

 我々の調査から，真野川から富岡川に至る南北約４０km にわたり，畑川破砕帯を東西に横切るルートについ
て，ほぼどこでも幅１００m 前後のカタクレーサイト帯と，それに隣接する最大幅約１km のマイロナイト帯が分布
し，さらに周囲の変形の弱い岩体中に幅が数mm から数 m の時代的にはより若いと考えられる小規模な剪断帯が多
数見られた．さらに，アプライトや花崗斑岩などの火成活動による岩脈や熱水活動の鉱物脈が分布する．岩脈と断
層岩との切断関係から，マイロナイト形成前からカタクレーサイト形成後まで，いくつかのステージに火成活動が
見られ，畑川破砕帯の活動との関係が示唆される． 

 現在地表で観察される畑川破砕帯は白亜紀に活動した大規模な横ずれ断層の５～１０km 程度の深度（温度的
にはカタクレーサイト帯で２００～２５０℃以上，マイロナイト帯でおよそ３００～４００℃）の脆性―塑性遷移
領域のかつての地震発生域を観察していると考えられる． 


